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 2013B 期に採択された長期利用課題について、
2016A期に3年間の実施期間が終了したことを受け、
第 61 回 SPring-8 利用研究課題審査委員会長期利用
分科会（2017 年 9 月 12 日開催）において、事後評
価が行われました。 
 事後評価は、長期利用分科会が実験責任者に対しヒ
アリングを行った後、評価を行うという形式で実施し、
SPring-8 利用研究課題審査委員会で評価結果を取り
まとめました。以下に対象となる長期利用課題の評価
結果を示します。研究内容については本誌の「最近の
研究から」に実験責任者による紹介記事を掲載してい
ます。 
 なお、2013B 期に採択された長期利用課題 3 課題
のうち残り2課題の評価結果は「SPring-8/SACLA利
用者情報」Vol.22 No.2（2017 年 5 月号）に掲載済
みです。 
 

課題名 
放射光メスバウア法とX線粉末回折
による下部マントルおよび核構成物
質の高温高圧物性の研究 

実験責任者（所属） 大谷 栄治（東北大学） 
採択時課題番号 2013B0104 
ビームライン BL10XU 
利用期間／配分総シフト 2013B～2016A／201シフト 
 
［評価結果］ 
 本課題は、地球中心部の高温高圧を再現した環境下
での放射光 X 線回折および放射光メスバウア分光に
よって、地球深部構成物質の結晶構造および物性を直
接的に解明することを目的としている。地球核の主要
な構成物質である鉄と軽元素の各種合金に対して、高
温高圧での X 線粉末回折と放射光メスバウア分光測
定を併用し、相転移や鉄の磁性状態の解明を進めた。
Fe-Si 合金における電子トポロジカル転移の存在の示
唆や、FeおよびFe-Si 合金の磁気・構造転移の決定観
測は、惑星核の状態や天体の磁場・残留磁気の起源の

解明につながることが期待される。高温高圧X線回折
では、Fe-Si-S 系の溶融関係の決定や、炭酸塩および水
素含有ケイ酸塩の高圧相の安定性の解明など、先導的
な成果が得られている。 
 以上のように、本課題で得られた成果は、地球惑星
科学に大きな波及効果が期待されるものであり、設定
された目標は十分に達成されている。本課題を通じて、
1000 Kまでの温度範囲で高温高圧メスバウア分光が
可能になるとともに、同一試料に対するX線回折とメ
スバウア分光の併用測定がルーチン的に可能になる
実験環境が確立された。当初の目標に含まれていたレ
ーザー加熱法の導入による、より高温でのメスバウア
分光を実用化するには至らなかったことは、地球科学
の研究の観点からは一部未達と判断されるものの、
1800 Kまでの高温加熱に成功しつつ、今後解決すべ
き技術的課題を明らかにしており、総合的にみれば、
施設にとって有益な技術開発への貢献は少なくない。
地球惑星科学のみならず物質科学全般に波及効果の
ある成果が、論文および学会講演によって多数発表さ
れているので、プレスリリースなど非専門家向けの情
報発信も、あわせて積極的に進めていただけていれば
より望ましかった。 
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